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（図 2-15 日本の素材研究におけるノーベル賞受賞者一覧(赤字が素材研究での受賞者101） 

 

（図 2-16 社会を変えた我が国発の研究成果102） 

                                     

101 ibid., p. 49. 

102 経済産業省「マテリアル革新力強化のための政府戦略に向けて」 p. 50. 
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5. 日本の先端素材技術政策への提言：学際的でデータドリブンなアプローチと選択

と集中型の研究支援 

(1) 学際性と関連新興科学技術の積極的な活用 

素材研究で日本人研究者の活躍が目立つ一方で、中国同様に現場の研究者からは幾つかの危

機感の声もある。例えば、融合・新領域の開拓が諸外国と比較して極めて弱いことが図 2-17 か

らも明らかである。特に中国はここ 10 年ほどでその融合・新領域の開拓を進めてきたのに対し

て、日本のトレンドはここ 10 年でほぼ変化していないことがわかる。本項でも見てきた通り、

米国の産業技術政策が新興科学技術や関連する素材研究とのシナジー利用した学際的なアプロ

ーチを盛んに用いてきたのに対して、日本の科学技術研究は各ディシプリンのセクショナリズ

ムが強く相互の研究交流や人材交流の機会が少ないこと等が原因として推察される。今後は、

自然科学分野におけるより学際的な研究プログラムの醸成が課題となるだろう。 

また、応用及び基礎研究でも課題が残る。例えば、特に、AI やシミュレーション、マシーン

ラーニング等関連する先端技術の素材研究分野への応用において海外から遅れを取る傾向にあ

る。例えば、アスタミューゼ社の調査によると、複数領域にまたがって研究をしている研究者

のデータを分析した結果、先端素材と半導体との組み合わせが最も多いということがわかった。

また先端素材、半導体、AI 技術や医療技術、公衆衛生との間のシナジーも極めて高くこうした

分野で分野横断的な研究をしていくことが重要であることがわかる (図 2-18)103。 

 

（図 2-17 各国が高い存在感を持つ研究領域の分布(円の中心部ほど分野融合度が高い104） 

                                     

103 アスタミューゼ,『令和 4 年度 「我が国が戦略的に育てるべき安全・安心の確保に係る重要技術等の検討業

務」 内閣府が指定する 20 の技術分野の広範囲調査に関する業務委託 最終報告書』(GRIPS 向けの再委託調査

報告書)(2023年 2月 16日) (以下、アスタミューゼ社再委託レポート)。 

104 経済産業省「マテリアル革新力強化のための政府戦略に向けて」,52頁. 
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(図 2-18 複数領域に属する研究者のネットワーク105) 

 

こうした傾向は、米国の先端素材技術政策と比較した場合にその点が顕著に見出せる。例え

ば、2012 年に米国の MGI は、日本の研究者が 2011 年に発表した電池材料の論文情報を基に、コ

ンピューターシミュレーションを実施し、日本企業の未公開特許と同様の材料を開発すること

に成功している106。日本がラボでの実験に基づいた素材研究を重視してきた一方で、米国をはじ

めとした先進諸国ではインフォマティクスな手法を素材開発に用いることで既存のデータのみ

で実験をせずに先端素材を生み出すという手法が確立されつつある。 

確かに、日本の科学者の間でも AI 等の新興科学技術を用いて科学そのものにイノベーション

を起こそうとする「高次元科学」という概念が広まりつつある107。特に深層学習の発達以降、こ

うした技術が科学の多様な側面で革新をもたらしてきたことは紛れもない事実であり、新素材

の発見や開発もこうした技術から恩恵を受け得ることは想像に容易い。国立研究開発法人科学

技術振興機構(JST)研究開発戦略センター(CRDS)の福島俊一博士も、日本は科学者の間で「高次

                                     

105 アスタミューゼ社再委託レポート, p. 20. 

106 経済産業省「素材産業におけるイノベーションの役割と期待」 

107 丸山宏「高次元科学への誘い」CNET Japan ブログ (2019 年 5月 1日) 

https://japan.cnet.com/blog/maruyama/2019/05/01/entry_30022958/ 
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元科学」のような新興科学技術を科学イノベーションに活用しようという議論が早い段階から

存在する一方で、政府の科学技術政策の中ではそうした議論がまだ少ないことを指摘する108。ア

スタミューゼ社の調査によると、日本は、複数の領域にまたがって学際的に研究をしている研

究者の数において、「先端工業素材×高度製造技術(Advanced Manufacturing)」で世界 4 位、

「先端工業素材×AI」及び「先端工業素材×再生可能エネルギー」で世界 3位、さらには、「バ

イオテクノロジー×医療・公衆衛生」では 2位との結果が出ているが、大半の複合分野において

中国と米国が圧倒的なシェアを有している(その他の詳細な集計結果を含めて図 2-19を参照)。 

 

                                     

108 JST CRDSシステム・情報科学技術ユニット 福島俊一博士との意見交換 (2022年 1月 18日) 




